
2007.11
広報

No.26

● 町のシンボルが決定しました   　　　　 ２

● 愛荘町と姉妹都市提携 　　　　　　　　３

● 町の財政状況を公表します  　　　　　  ４

● とちぎの元気な森づくり県民税導入  　  ５

● 火は見てる あなたが離れる その時を　 ６



２広報なかがわ　平成19年11月10日

町
の
シ
ン
ボ
ル
が
決
定
し
ま
し
た

　

那
珂
川
町
誕
生
２
周
年
に
あ
た
り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
（
町
花
、
町
木
、

町
鳥
）
の
発
表
と
町
民
憲
章
の
制
定
披
露
並
び
に
町
自
治
功
労
者
表
彰
式

典
が
10
月
20
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
町
民
や

関
係
者
約
１
７
０
人
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
町
内
外
か
ら
公
募
さ
れ
た
１
６
７
件
の
中
か
ら
行

政
区
長
や
各
種
団
体
の
代
表
者
ら
20
人
で
組
織
す
る
町
シ
ン
ボ
ル
選
考
委

員
会
（
鈴
木
紀
六
会
長
）
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

 那珂川町自治功労表彰者（敬称略）

　岡　　忠一　（盛　泉）前収入役、旧馬頭町助役
　高野　正夫　（健　武）前馬頭財産区議会議員
　磯野　良一　（北向田）前武茂財産区議会議員
　小林　一夫　（北向田）前武茂財産区議会議員
　小室　和雄　（大　内）前大内財産区議会議員
　大金　　章　（大　内）前大内財産区議会議員
　平塚　興樹　（盛　泉）前大内財産区議会議員
　齋藤　和雄　（小　川）前農業委員会委員
　三尾谷武重　（白　久）前農業委員会委員
　藤田　正一　（小　口）前消防団団長
　齋藤　健次　（芳　井）前消防団副団長
　渡辺　福夫　（和　見）前事務連絡補助員
　橋本　富雄　（薬　利）前水道検針員
　那須小川まほろば太鼓保存会

 感謝状贈呈者（敬称略）

　株式会社　馬頭むらおこしセンター

 

町 

花
『
か
た
く
り
』

　

早
春
に
薄
紫
色
の
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
小
さ
な
花
１
つ
１
つ
が
控

え
め
な
中
に
も
美
し
く
、
群
生
す

る
様
は
見
る
者
に
感
動
を
与
え
る

こ
と
か
ら
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
那
珂
川
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
花
で
す
。

三
輪
地
区
に
県
内
１
を
誇
る
群
生

地
が
あ
り
ま
す
。

 

町 

木
『
ま
つ
』

　

常
緑
樹
と
し
て
周
年
、
緑
葉
を

茂
ら
せ
る
こ
と
か
ら
、
若
さ
、
不

老
長
寿
の
象
徴
と
さ
れ
、
厳
し
い

環
境
の
中
で
も
た
く
ま
し
く
根
を

張
り
、
力
強
く
勇
壮
な
姿
は
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
那

珂
川
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
木
で
す
。

 

町 
鳥
『
う
ぐ
い
す
』

　

別
名
「
春は
る

告つ
げ

鳥ど
り

」
と
言
わ
れ
、

春
の
先
駆
け
と
し
て
山
里
に
賑
わ

い
と
人
々
に
希
望
や
喜
び
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
姿
と
里
山
に

こ
だ
ま
す
る
美
し
い
鳴
き
声
は
、

自
然
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
那
珂
川
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
鳥
で
す
。

　

那
珂
川
町
は
、
清
流
那
珂
川
と
緑
豊
か
な
里
山
に
抱
か
れ
、
美
し
い
自

然
と
歴
史
や
文
化
が
調
和
し
た
町
で
す
。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
那
珂
川
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
や
さ

し
さ
と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
こ
に
町
民
憲
章
を
定

め
ま
す
。

一
、
自
然
を
愛
し

　
　
　
　
　

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一
、
教
養
を
深
め

　
　
　
　
　

文
化
の
か
お
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一
、
仕
事
に
励
み

　
　
　
　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み

　
　
　
　
　

健
康
で
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一
、
互
い
に
助
け
合
い

　
　
　
　
　

あ
た
た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
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愛荘町と姉妹都市提携
姉
妹
都
市
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

　

10
月
10
日
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
滋
賀
県
愛あ
い
し
ょ
う
ち
ょ
う

荘
町
と

姉
妹
都
市
の
提
携
並
び
に
災
害
時
相
互
応
援
の
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

　

愛
荘
町
と
の
関
係
は
、
旧
馬
頭
町
が
昭
和
55
年
に
開
催
さ
れ

た
「
栃
の
葉
国
体
」
で
、
ま
た
、
翌
年
開
催
の
「
び
わ
こ
国
体
」

で
、
旧
秦は
た
し
ょ
う
ち
ょ
う

荘
町
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
の
会
場
と
な

り
、
そ
の
縁
で
昭
和
56
年
、
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
両
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
青
年
団
、
消
防
団
、
町

議
会
な
ど
が
交
流
を
深
め
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
、
幅
広
い
分

野
で
信
頼
と
友
情
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。

　

両
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
合
併
し
、
新
た
な
町
が
誕
生
す
る
な
ど
、

環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
交
流
を
継
承
す
る

こ
と
と
な
り
、
姉
妹
都
市
提
携
と
あ
わ
せ
て
、
災
害
時
相
互
応

援
協
定
を
締
結
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

川
崎
和
郎
町
長
は
「
地
域
で
育

ま
れ
、
守
ら
れ
て
き
た
伝
統
文
化

や
風
習
、
行
政
施
策
な
ど
お
互
い

の
地
域
に
は
無
い
魅
力
的
な
も
の

を
交
流
に
よ
っ
て
理
解
し
、
活
用

し
あ
え
る
の
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
を
受
け
て
、

愛
荘
町
の
村
西
俊
雄
町
長
は
「
本

日
を
機
に
交
流
の
輪
を
広
げ
、
町

民
同
士
の
交
流
を
原
点
に
、
さ
ら

に
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、

長
く
良
い
お
付
き
合
い
に
な
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
す
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
川
崎
町
長
を
は
じ

め
、
村
西
愛
荘
町
長
、
杉
本
議
会

議
長
、珠し
ゅ

久く

愛
荘
町
議
会
議
長
が
、

盟
約
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
約
１
５
０
人
の
出
席
者
が
見

守
る
中
、
盟
約
書
を
交
換
し
、
４

人
で
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い

て
物
資
の
供
給
な
ど
、
相
互
の
応

援
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
提
携
を
記
念
し
て
那

珂
川
町
か
ら
「
小
砂
焼
」
が
、
愛

荘
町
か
ら
「
び
ん
細
工
て
ま
り
」

の
工
芸
品
が
記
念
品
と
し
て
贈
ら

れ
ま
し
た
。

滋賀県愛
え

知
ち

郡
ぐん

愛
あいしょうちょう

荘町
　 滋賀県の中央部に位置
し、東西約13km、南北約
6.9km、総面積37.95k㎡。鈴
鹿の山麓から西に広がる洪
積丘陵と扇状地が湖東平野
の一部を形成し、南には１
級河川愛知川、中央部には
１級河川宇曽川や岩倉川が
流れ、古くから水と関わり
が深く、田畑が全体の約４
割を占めます。
　平成18年2月に秦荘町と
愛知川町が合併し、愛荘町
が誕生しました。

旧秦荘町との姉妹都市交流の歴史
 昭和56年 6 月　姉妹都市提携盟約式
 昭和57年 8 月　秦荘町スポーツ少年団46名来町
 昭和58年 8 月　馬頭町スポーツ少年団52名秦荘町へ
 昭和59年 3 月　秦荘町青年団15名来町
 昭和62年11月　馬頭町消防団9名秦荘町へ
 昭和63年11月　秦荘町消防団9名来町
 平成 2 年 2 月　秦荘町老人クラブ8名来町
 平成 3 年11月　馬頭町老人クラブ18名秦荘町へ
 平成 5 年 8月　秦荘町スポーツ少年団58名来町
 平成 7年11月　秦荘町文化協会20名来町
 　　　　　　　馬頭町消防団9名秦荘町へ
 平成10年 5 月　秦荘町議会13名来町
 　　　　　9 月　馬頭町議会22名秦荘町へ
 平成13年10月　秦荘町・馬頭町議員交流研修
　　　　　　　（議員他14名）来町
 平成14年 4 月　馬頭町広重美術館所蔵浮世絵展
 　　　～12 月　（秦荘町歴史文化資料館にて開催）
 平成15年11月　馬頭町消防団秦荘町へ
 平成16年 8 月　秦荘町・馬頭町議員交流研修
　　　　　　　（議員他15名）来町
　　　　 10月　馬頭町議会視察研修18名秦荘町へ

琵琶湖

愛荘町
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平
成
19
年
度
上
半
期
予
算
（
平

成
19
年
９
月
30
日
現
在
）
の
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
財
政
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
皆
さ

ま
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
な
ど

か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
、
地
方

交
付
税
な
ど
、
そ
の
収
入
、
支
出

の
状
況
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

町の財政状況を　　
　　　公表します

（平成19年度上半期分）

特別会計の事業内容
①病院で診療を受けたとき、医療費の一部（７割）を国民健康保険特別会計で負担しています。 
② 75 歳以上を対象に健康の保持と適切な医療の確保のため、医療費の９割（一部８割）を老人保健特別会計で負担しています。
③高齢化の進展に伴い、寝たきりや認知症等の介護の必要な方に対し、国民全体で公平に支えあう制度です。デイサービス
　やホームヘルプサービスなどの在宅で受けるサービスや施設で受けるサービスを行います。    
④生活環境を改善するため、市街地や住宅密集地の河川の水質保全など、下水の集合処理を行います。   
⑤農業用用排水の水質保全と生活環境の改善を目的に特定地域の下水の集合処理を行います。   
⑥水道水の安定的な供給を行います。    
⑦ケーブルテレビの運営及び高度化事業の整備を行います。    

特　別　会　計
会　　計　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 収　入　率 支　出　済　額 執　行　率

① 国 民 健 康 保 険 20 億 5,428 万円 7 億 8,296 万円 38.1 % 8 億 3,469 万円 40.6 %
② 老 人 保 健 18 億 3,894 万円 7 億 9,384 万円 43.2 % 7 億 7,977 万円 42.4 %
③ 介 護 保 険 11 億 1,721 万円 4 億 9,315 万円 44.1 % 4 億 1,191 万円 36.9 %
④ 下 水 道 事 業 3 億 5,840 万円 1 億 7,744 万円 49.5 % 1 億 4,396 万円 40.2 %
⑤ 農業集落排水事業 4,900 万円 2,510 万円 51.2 % 1,563 万円 31.9 %
⑥ 簡 易 水 道 事 業 1 億 6,950 万円 9,160 万円 54.0 % 6,557 万円 38.7 %
⑦ ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 11 億 9,420 万円 8,695 万円 7.3 % 1 億 6,500 万円 13.8 %
　 合　　　 計　　 67 億 8,153 万円 24 億 5,104 万円 36.1 % 24 億 1,653 万円 35.6 %

一般会計予算額  78億6,187万円

歳入総額
41億2,985万円

歳出総額
28億6,820万円
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大切な森林を未来へ引き継ぐために

とちぎの元
気な森づくり県民税

を平成20年４月から導入します
県民税均等割の納税義務者と同じになります。

個人：県内に住所・家屋敷等を有する人
法人：県内に事務所等を有する法人等

納税義務者

個人：年額 700 円　 法人：均等割額の７％
ただし、次の方は課税対象外
・ 生活保護法の規定による生活扶助を受け
　 ている方
・ 前年の合計所得金額が125万円を超え
　 ない障害者、未成年者、寡婦または寡
　 夫の方
・ 前年の合計所得金額が市町の条例で定め
　 る一定金額以下の方

 　【資本金等の額】　　　 　【年税率】
　50億円超 　　　　  　　     56,000円

　10億円超 50億円以下 　　  37,800円

　1億円超10億円以下      　 　 9,100円

   1千万円超１億円以下    　　　3,500円

   その他の法人等 　　　 　　　　1,400円

税　　率

使い道

課税期間

とちぎの元気な森づくり

元気な森づくり 森を育む人づくり

元気で安全な奥山林の整備
公益的機能の発揮が求められ
ているにもかかわらず、荒廃
している スギ・ヒノキの人工
林に、間伐を行い元気で安全
な森林に再生します。
年間 4,000ha の森林整備予定

明るく安全な里山林の整備

人家等の周辺にあって将来まで
守り残したい里山林、通学路沿
いにあって暗い里山林などを明
るく安全な森林に再生します。

年間 900ha の森林整備予定

県民の森づくり活動への支援
森林の大切さの理解促進

県民が広く森づくりに参加でき
るよう支援します。
森とのふれあいや木を使うこと
を通じ森林の大切さを普及啓発
します。

課税期間は、10 年間です。
個人の方は、平成20年度から平成29年度課税分まで、
法人等は、平成20年4月1日から平成30年3月31日までの間に開始す
る事業年度が対象になります。

みんなで進める“とちぎの元気な森づくり”について、ご理解、ご協力をお願いします

【税の仕組みに関すること】　 栃木県経営管理部税務課  　　　　TEL 028-623-2101

【税の使い道に関すること】　栃木県環境森林部環境森林政策課　TEL 028-623-3294
問い合わせ
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火は見 てる　　　　　　　　
　あな たが離れる　その時を

（平成19年度全国統一防火標語）

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
暖
房

器
具
や
た
き
火
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
火
気
を
使
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
を
迎
え
、
一

人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
知
識
を

も
ち
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
に

よ
り
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
事

故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま

で
の
７
日
間
、
全
国
火
災
予
防
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
で
火
災
の
恐
ろ
し
さ

を
認
識
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

的
確
で
冷
静
な
行
動
が
と
れ
る
よ

う
心
が
け
、
防
火
対
策
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

那
珂
川
町
消
防
団
通
常
点
検

　

平
成
19
年
度
那
珂
川
町
消
防
団

通
常
点
検
が
10
月
28
日
、
馬
頭
運

動
場
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
、
川
崎
町
長
が
点
検

を
宣
言
す
る
と
、
通
常
点
検
が
開

始
さ
れ
、人
員
並
び
に
服
装
点
検
、

機
械
器
具
点
検
な
ど
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

点
検
後
行
わ
れ
た
分
列
行
進
で

は
、
多
く
の
町
民
が
見
守
る
中
、

団
旗
を
持
つ
団
員
を
先
頭
に
、
消

防
自
動
車
30
台
が
役
場
前
通
り
を

行
進
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
武
茂

川
古
館
橋
付
近
で
放
水
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
知
事
や
県
消
防
協
会

長
、
同
南
那
須
支
部
長
な
ど
か
ら

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰

第
３
分
団
長　

鈴
木　

政
志

第
９
分
団
長　

小
瀬
澤　

太

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
　
　

（ ）
は
本
団
ま
た
は
分
団
名

功
績
章　
　
　
　

小
髙　

可
守

（１）

功
績
章　
　
　
　

小
林　

富
雄

（８）

勤
続
章
（
25
年
）
屋
代　

昌
利

（本）

勤
続
章
（
20
年
）

川
上　
　

満
（本）　

小
髙　

可
守

（１）

小
林　

富
雄

（８）　

阿
久
津　

肇
（10）

益
子　

章
一

（７）　

川
又　
　

享
（11）

大
金　
　

晋
（2-1）　

菊
池　

浩
一

（7-2）

塚
原　

昭
雄

（9-2）　

塚
原　

裕
一

（9-2）

本
棒　

章
浩

（9-2）　

小
森　

隆
文

（11-3）

佐
藤　

康
之

（8-2）　

福
田　

浩
二

（10-1）

小
林　
　

博
（10-1）　

薄
井　

清
次

（10-2）

船
山　

明
彦

（11-1）　

舩
山　

正
男

（11-1）

鈴
木　

光
明

（11-3）　

勤
続
章
（
15
年
）

益
子　

和
則

（７）　

阿
部　

和
也

（1-3）

石
井　

保
之

（2-2）　

米
田　

浩
道

（3-1）

川
勾　

四
郎

（6-3）　

市
川
二
三
夫

（2-3）

飯
山　

英
明

（3-2）　

髙
野　

勝
浩

（4-2）

船
山　

博
之

（4-2）　

菊
池　

正
尚

（5-3）

菊
地　

浩
実

（6-2）　

桑
野　
　

修
（6-2）

佐
藤　

正
浩

（6-2）　

畠
山　

重
治

（7-1）

大
金　

政
弘

（7-2）　

磯
野　
　

大
（6-1）

勤
続
章
（
10
年
）

大
金　

忠
夫

（4-1）　

髙
野　

輝
雄

（5-3）

川
井　
　

洋
（9-3）　

老
松　

康
浩

（9-3）

和
泉　

光
俊

（10-1）　

磯
部　

一
博

（11-1）

鈴
木　

正
義

（11-2）　

山
田　
　

剛
（1-1）

金
子　
　

勝
（1-3）　

笹
島　

勝
志

（1-4）

齋
藤　

英
輝

（2-1）　

大
武　

伸
行

（2-2）

薄
井　

晃
司

（2-3）　

小
口　

正
之

（2-3）

露
久
保
博
幸

（2-3）　

田
角　

正
明

（3-1）

11月9日～11月15日

服装点検 機械器具点検

分列行進 ポンプ操法
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火は見 てる　　　　　　　　
　あな たが離れる　その時を

藤
田　
　

勝
（3-2）　

益
子　

研
一

（3-2）

岡　
　
　

勝
（4-1）　

髙
山　

義
彦

（5-1）

石
田　

正
義

（5-1）　

髙
野　
　

寛
（5-1）

髙
野　

勝
也

（5-3）　

岡
本　

勇
一

（6-1）

小
船　

郁
夫

（7-1）　

鶴
蒔　

重
之

（8-1）

星　
　
　

治
（8-2）　

塩
原　

和
幸

（8-2）

佐
藤　

正
昭

（8-3）　

宮
本　
　

敬
（8-3）

手
塚　

純
一

（9-1）　

渡
邊　

光
博

（9-1）

薄
井　

忠
人

（10-2）　

橋
本　

秀
一

（9-1）

橋
本　

隆
治

（10-2）　

青
木　

祐
一

（11-1）

土
田　

晶
久

（11-1）

親
子
消
防
団
員
表
彰

吉
澤　

通
夫

（10-2）　

吉
澤　

信
隆

（10-2）

栃
木
県
消
防
協
会
南
那
須
支
部
長
表
彰

優
良
分
団
（
竿
頭
綬
）　

　

第
５
分
団
第
３
部

功
績
章　

秋
元　

正
己

（４）　

福
田　

忠
義

（６）

益
子　

和
則

（７）

勤
続
章
（
５
年
）

星　
　

勇
一

（1-3）　

久
保　

裕
史

（1-3）

坂
尾　

宗
則

（4-2）　

桑
野　

正
浩

（6-3）

中
田　

正
則

（1-2）　

吉
成　

和
人

（1-4）

塙　
　

和
広

（2-2）　

神
岡　

浩
史

（2-3）

小
髙　

義
弘

（3-1）　

小
髙　

博
史

（3-1）

笹
沼　

智
裕

（3-1）　

酒
主　

雅
俊

（3-1）

岸　
　

昌
宏

（3-2）　

岡　
　

忠
幸

（6-1）

田
代　

賢
志

（6-1）　

佐
藤　

洋
一

（6-2）

星　
　

恵
文

（6-2）　

齊
藤　

創
史

（6-3）

深
沢　

修
司

（7-1）

町
長
表
彰

功
績
表
彰　

優
良
分
団

第
１
分
団　

第
７
分
団

永
年
勤
続
退
職
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

（　）
は
勤
続
年
数

藤
田　

正
一

（37）　

齊
藤　

健
次

（33）

塚
原　

章
一

（22）　

内
田　

則
克

（21）

大
金　

正
幸

（21）　

大
金　

康
幸

（20）

笹
﨑　

利
美

（20）　

穴
山　

正
一

（20）

小
室　

淳
一

（20）

消
火
協
力
者

小
松　

正
紀
様
（
大
子
町
）

団
長
表
彰

優
良
火
気
取
扱
者
表
彰

小
髙　
　

郁
（
馬　

頭
）

大
金　

幸
子
（
馬　

頭
）

酒
主
き
ぬ
江
（
和　

見
）

秋
元　

直
美
（
北
向
田
）

齋
藤　

理
加
（
久
那
瀬
）

川
和
ミ
チ
ヱ
（
大　

内
）

岡　

よ
し
子
（
大
山
田
下
郷
）

阿
久
津
智
子
（
浄
法
寺
）

川
上
登
紀
子
（
恩　

田
）

薄
井　

幸
枝
（
小　

川
）

鈴
木
希
巳
枝
（
白　

久
）

天ぷら油による火災に注意！

　建物火災の出火原因をみると、ガスコンロが原因によるも
のが最も多く、これらの火災の大半は天ぷら油等が起因して
います。天ぷら油は温度が発火点（360℃～380℃）以上にな
れば、火種がなくても発火して燃焼を始めます。
　一般に家庭で使用する油量程度の天ぷら油を家庭用ガスコ
ンロで加熱すると、約５分で揚げ物に適した温度（約160℃
～200℃）に達し、そのままの状態で放置しておくと約10分
で異臭とともに白煙が立ち始め、ちょっと目を離したすきに
火災になってしまいます。
　天ぷら油火災の多くは、天ぷらを揚げている時に来客、電
話、子どもの世話などでガスコンロから離れた時のような、
ちょっとした油断が原因で発生しています。いったんコンロ
に火を付けたら、絶対にその場を離れない、離れる必要があ
る時はコンロの火を消してから離れる習慣をつけることが重
要です。
　もし、天ぷら油火災が発生した場合は消火器で消火するこ
とが確実ですから、消火器を備えておくと安心です。

携帯電話で 119 番通報をするとき！

携帯電話で119番通報した時の流れ

　南那須管内から119番通報をすると、南那須
地区広域行政事務組合消防本部烏山消防署が受
信します。その後、火災発生地域の消防署、分
署へ転送または連絡されます。
★災害発生場所をしっかり確認し、必ず町名を
　伝えましょう。
★自動車など走行中の場合は、必ず安全な場所
　に停車してから通報しましょう。
★携帯電話で所轄消防署の加入電話へ直接通報
　すれば所轄内の消防機関が応答します。
管内の消防機関の加入電話番号

　馬頭分署　☎０２８７－９２－２８００
　小川分署　☎０２８７－９６－２１８８
　もしもの時にあわてないよう、携帯電話へ登

録しておきましょう！

那珂川町消防団長に大金市美氏

　地域住民の生命や財産を守るため活
躍している那珂川町消防団員は現在、
５８７名です。
　その団員を束ねる新団長には、平成
19 年 4 月、大金市美氏（大内）が就任
しました。
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去
る
７
月
20
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
元
旧
馬
頭
町
並
び
に

那
珂
川
町
議
会
議
員
岡
進
氏
（
盛

泉
）
は
、
生
前
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

故 
岡
進
氏
に
瑞
宝
双
光
章

　

去
る
８
月
25
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
名
誉
町
民
金
子
正
一

郎
翁
（
馬
頭
）
は
、
生
前
の
功
績

に
対
し
て
従
五
位
に
叙
さ
れ
ま
し

た
。 故 

金
子
正
一
郎
翁
に
従
五
位

　

長
年
に
わ
た
り
、
本
町
の
教
育

の
発
展
と
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
福
嶋
丈
夫
さ
ん
（
芳
井
）
が
、

平
成
19
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労

者
表
彰
で
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

福
嶋
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
か
ら

平
成
18
年
ま
で
の
18
年
間
、
旧
小

川
町
教
育
委
員
会
委
員
・
那
珂
川

町
教
育
委
員
会
委
員
を
在
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
６
年
間
、
教
育

委
員
長
を
務
め
、
地
区
教
育
行
政

の
円
滑
な
運
営
の
た
め
献
身
的
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
中
学
校
教

育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

元
馬
頭
中
学
校
長
岡
誠
一
さ
ん

（
久
那
瀬
）
が
、
中
学
校
教
育

60
年
記
念
教
育
功
労
者
表
彰
で

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

岡
さ
ん
は
昭
和
41
年
、
馬
頭

町
立
大
内
中
学
校
を
振
り
出
し

に
、
平
成
15
年
馬
頭
中
学
校
長

を
退
職
す
る
ま
で
の
38
年
間
、

学
校
教
育
の
充
実
と
発
展
に
献

身
的
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ま
ご

『

楽

し
い
絵

本

と

紙

し

ば

い

の

会

』
活
動
始
め
て
10
年
目

　

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
馬
頭
図
書

館
で
未
就
園
児
（
０
歳
～
３
歳
）
を
対
象

に
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ま
ご
が
「
楽
し
い
絵
本
と
紙
し

ば
い
の
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
高
橋
美
幸
さ
ん
（
馬
頭
）
が
読

み
聞
か
せ
の
講
習
会
を
受
講
し
、
10
年
前

に
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ま
ご
は
、
そ
の

後
、
参
加
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
黒
川
真
理

子
さ
ん
（
馬
頭
）
と
嶋
﨑
有
子
さ
ん
（
小

口
）
も
読
み
手
と
し
て
参
加
し
、
現
在
、

３
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
見
な
が
ら
、

臨
機
応
変
に
読
み
方
を
変
え
た
り
、会
話
・

問
い
か
け
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

晴
れ
た
日
に
は
野
外
で
開
催
し
、
自
然

に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、「
子
ど

も
た
ち
が
絵
本
を
機
に
様
々
な
こ
と
に
興

味
を
持
つ
よ
う
、
ま
た
、
読
み
聞
か
せ
を

家
庭
で
実
践
す
る
こ
と
で
家
族
間
の
交
流

が
深
ま
れ
ば
と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

馬
頭
図
書
館　

☎
０
２
８
７―

９
２―

５
０
１
５

福
嶋
丈
夫
さ
ん
が
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

岡
誠
一
さ
ん
が
中
学
教
育
60
年
記
念
教
育
功
労
者
表
彰

左から黒川さん、高橋さん、嶋﨑さん
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
25
）

　

今
回
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
北
沢
地
区
へ
不
法
投
棄
さ
れ

た
量
が
、
投
棄
当
時
と
変
わ
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？
ま
た
、

処
分
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
量
は

ど
の
位
あ
る
の
で
す
か
？
」
と
い

う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
北
沢

地
区
に
不
法
投
棄
が
発
覚
し
た
の

は
、
平
成
2
年
の
こ
と
で
す
。
県

で
は
再
三
に
わ
た
り
搬
入
の
中

止
と
撤
去
を
指
導
し
ま
し
た
が
、

投
棄
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
に
投
棄
者
に
対
し
て
警
察

が
調
査
に
よ
り
確
認
し
た
量
が

１※
１

１
、７
０
０
㎥
で
１
２
、０
０
０

ｔ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
10
年
に
は
町
と
県

で
北
沢
不
法
投
棄
物
に
有
害
物
質

が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

査
す
る
性
状
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
際
に
推
定
３
５
、０
０
０
㎥

と
い
う
数
量
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
県
で
は
、
町
か
ら
の
要

望
等
も
踏
ま
え
、
平
成
12
年
に
北

沢
地
区
不
法
投
棄
物
の
詳
細
調
査

（
投
棄
物
の
量
、
投
棄
物
の
種
類
、

有
害
物
質
の
有
無
）
を
実
施
し
ま

し
た
。
現
地
で
の
平
面
測
量
や
縦

横
断
測
量
の
結
果
、
不
法
投
棄
物

の
量
は
約
３
１
、０
０
０
㎥
と
推

計
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
処
理
の

た
め
現
在
の
位
置
か
ら
運
搬
す
る

こ
と
に
な
る
と
、
今
ま
で
圧
縮
さ

れ
て
い
た
も
の
を
掘
り
起
こ
す
こ

と
に
な
り
容
量
が
増
加
し
ま
す
。

そ
の
容
量
増
加
率
を
考
慮
し
て
約

４
５
、０
０
０
㎥
と
推
測
さ
れ
、

さ
ら
に
、
そ
の
と
き
の
調
査
で
投

棄
地
周
辺
で
油
分
の
汚
染
が
見
ら

れ
た
た
め
、
そ
の
部
分
も
撤
去
運

搬
す
る
と
し
た
場
合
、
概
算
量
と

し
て
３
、９
０
０
㎥
で
、
容
量
増

加
率
を
考
慮
し
約
５
、７
０
０
㎥

と
な
り
、
最
終
的
に
必
要
な
撤
去

量
は
約
５
１
、０
０
０
㎥
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
「
北
沢
地
区
の
不
法
投
棄
物
は

ど
ん
な
も
の
が
投
棄
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
？
ま
た
、
有
害
な
物
質

は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
」

相談窓口の開設
　馬頭最終処分場についての相談窓口は、毎月第１水曜日に
開設しています。町民の皆さまの疑問にお答えし、ご意見や
ご要望をお伺いしています。相談日以外でも県または町にご
相談ください。
相談日時　12月５日（水曜日）午後１時～午後６時
場　　所　役場本庁２階 第３会議室
問い合わせ　県　馬頭処分場整備室　☎０２８－６２３－３２２７
　　　　　　町　環境整備対策室　　☎０２８７－９２－１１１０

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質
分析結果をお知らせします。
調査項目　健康項目、生活環境項目、
　　　　　その他
採 水 日　平成 19 年 8 月 6 日
採水場所　１周辺環境水
　　　　　　（1）投棄地直下河川
　　　　   　（2）小口川上流
　　　　　２投棄現場
　　　　　　（3）投棄地下流側浸出水
　　　　　　（4）投棄地内浸出水
調査結果 
　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
　詳細については、環境整備対策室にお問
い合わせください。

不 法 投 棄 現 場 周 辺 に か か る
水 質 分 析 結 果

（平成19年度第２回年間変動調査分）

最終処分場を視察しませんか？
　町と県では、町民の皆さまに実際の処分場を見ていただき、
処分場がどんなものかを理解していただくため、次により最
終処分場の視察を実施します。
視察先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）、エコフ
　　　　ロンティアかさま（茨城県笠間市）、その他要望の施設
対象者　那珂川町に住所を有する団体・グループ・個人
申し込み　環境整備対策室　☎０２８７－９２－１１１０
実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定します。

と
い
う
質
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
詳
細
調
査
結

果
で
確
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
金
属
く

ず
、
ゴ
ム
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、

建
設
廃
材
の
安※

２

定
5
品
目
と
木
く

ず
、
紙
く
ず
、
プ
リ
ン
ト
基
板
、

顔
料
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
医
療

系
廃
棄
物
、
自
動
車
部
品
（
バ
ン

パ
ー
、
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
、
タ

イ
ヤ
等
）、
焼
却
灰
等
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
投
棄

地
数
ヵ
所
の
試
掘
の
結
果
で
す
か

ら
、
投
棄
物
の
全
て
を
把
握
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
を

調
べ
る
と
い
う
こ
と
は
投
棄
物
全

て
を
移
動
（
撤
去
）
す
る
し
か
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
害
物
質
に

つ
い
て
は
調
査
の
結
果
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
が
検
出
さ
れ
た
ほ
か
、

鉛
や
揮
発
性
有
機
化
合
物
が
環
境

基
準
を
上
回
っ
て
検
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
１　

㎥
（
立
方
メ
ー
ト
ル
）
は
立
体

　

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
空
間
の
大

　

き
さ
を
い
い
ま
す
。
ｔ
（
ト
ン
）

　

は
立
体
の
重
さ
で
す
。
通
常
、水

　

１
㎥
＝
１
ｔ
＝
１
、０
０
０
Ｌ
で
す
。

※
２　

安
定
５
品
目
と
は
、
廃
プ
ラ

　

ス
チ
ッ
ク
類
、
金
属
く
ず
、
ゴ
ム

　

く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
建
設
廃
材

　

で
す
。
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26

「見るテレビ」から「使うテレビ」へ「見るテレビ」から「使うテレビ」へ

高度情報化推進室
☎０２８７－９２－１１０８

地上デジタル放送の話題

　最近、私たちの周りでは「今のアナログ放送は平
成 23 年７月には見られなくなるらしい」「薄型テレ
ビは、ずいぶん高価だったけど、最近はかなり安く
なったみたいね」「隣の家では薄型テレビを買った
し、我が家でも冬のボーナスでそろそろ買おうかな」
などデジタル放送や薄型テレビの話が話題になるこ
とが多いかと思います。
　デジタル放送の最大の魅力は、高画質、高画面で
す。一度、デジタル放送の画面をご覧になると、「な
るほど、これがデジタル放送か」と納得いただける
と思います。その他、電子番組表機能では、今まで
新聞で見ていた番組表がテレビの画面内で確認で
き、録画予約も簡単で、使ってみると大変便利です。

　　　　　　　　　デジタルハイビジョン

　HD（H
ハイ

igh D
デフィニション

efinition）とも呼ばれ、画質の精
細さを示す走査線の数が、従来のテレビの２倍以
上あります。このため、色彩も美しく、細かいと
ころまでくっきりと見えるので、臨場感あふれる
鮮明な映像が楽しめます。また、画面の横と縦の
比率が、現行の地上アナログ放送の４：３画面に
比べ、人間の視野に合う16：９になっているので、
迫力ある画面で迫ってきます。

また、ニュース、天気予報、災害情報などを適時に
提供してくれるデータ放送も非常に便利な機能だと
ご理解いただけるはずです。そのようなデジタル放
送のメリットはわかっていても、自分の家のアナロ
グテレビが、問題なく視聴できる間は、なかなか新
しいデジタルテレビを購入する気になれないのが
正直なところかもしれません。実際に、「今、視聴
しているアナログテレビが故障して使えなくなった
ら、デジタルテレビに買い替えざるを得ないかなぁ」

「デジタルテレビがもっと安くなったら、買おうか」
と思っている方が非常に多いようです。
　平成 23 年７月 24 日からは、今のアナログテレビ
が視聴できなくなるので、今のうちから、アナログ
テレビからデジタルテレビへの移行を計画してみて
はいかがでしょうか。

　　　　　　　　　5.1ch サラウンド

　デジタル放送の音声は、CD 並みの高音質です。
特に 5.1ch サラウンド放送では、専用アンプと６
個のスピーカーで臨場感のある音声が楽しめま
す。なお、対応番組については、EPG（電子番組
表）や新聞のテレビ欄などでご確認いただけます。
新聞のテレビ番組紙面の片隅にある番組欄マーク
一覧やマーク説明などをご覧ください。

　　　　　　　　　　　 データ放送

　地域に密着したニュースや気象情報・災害情報
など、生活に役立つ便利な情報を、リモコンのデー
タ連動ｄボタンを押すだけで「文字情報」や「静
止画」で、見たいときにいつでも見ることができ
る放送です。また、番組内容と連動しているデー

タ放送が行われている場合もあります。例えばド
ラマなら、番組を見ながら、あらすじや登場人物
の確認をしたり、スポーツなら試合経過や選手紹
介などを見ることができます。

地上デジタル放送の
特　徴 １ 地上デジタル放送の

特　徴 ２

地上デジタル放送の
特　徴 ３
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地上デジタル放送のデータ放送の実際

　　　　　　　　　EPG（電子番組表）

　EPG とは、「E
エレクトロニック

lectronic P
プログラム

rogram G
ガイド

uide」とい
う電子番組表のことです。リモコンのＥＰＧ（電
子番組表）ボタンを押すとテレビ画面にその日か
ら１週間分の番組表が表示されます。放送時間や
出演者など、最新の番組内容の表示や検索、番組
予約を行うことができます。

　　　　　　　　　字 幕 放 送

　字幕放送とは、セリフやコメントを文字テロッ
プで表示する放送です。地上アナログ放送の場合
は、特別なアダプタが必要でしたが、デジタル放
送では受信機の標準機能として、字幕放送を見る
ことができます。高齢者や障害者に優しい福祉
サービスです。字幕放送番組については、EPG（電
子番組表）や新聞のテレビ欄でご確認いただけま
す。

　　　　　　　　　双 方 向

　テレビに電話回線やインターネット回線をつな
ぐことにより、テレビ局と双方向に情報のやりと
りができるようになる機能です。自宅からＴＶ番
組に参加することもできます。リモコンの操作で
クイズ番組などの視聴者参加型番組への参加やテ
レビショッピングなどを気軽に楽しむことができ
ます。今までの見るテレビから使うテレビへと進
歩し、これからは、テレビの新しい楽しみ方が更
に広がります。

　　　　　　　　　マルチ編成

　地上デジタル放送では、ハイビジョン放送１
チャンネル分で、現行のアナログ放送と同じ標準
画質の２～３番組を同時に放送することができま
す。これにより、スポーツ中継の延長時などに、
メインチャンネルで時間通りにドラマを放送しな
がら、サブチャンネルでスポーツ中継を引き続き
視聴することも可能となります。

　データ放送の実際のテレビ画面は、次のとおりで
す。画面の上部に、放映されている番組が映し出さ
れ、残りのスペースにデータ放送のいろいろな情報
があります。それぞれの情報項目にカーソルをあわ
せて選択することにより、 テレビ局が提供する情報

を視聴者が必要に応じて適時、選択できます。この
情報については、テレビ局によって異なりますが、
各テレビ局ともこのデータ放送の情報については、
視聴者の要求にあわせて今後充実されていくものと
思われます。

地上デジタル放送の
特　徴 ４

地上デジタル放送の
特　徴

地上デジタル放送の
特　徴 地上デジタル放送の

特　徴

５

７
６
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ご
存
知
で
す
か
？ 

家
庭
の
日

　

毎
月
第
３
日
曜
日
の
「
家
庭
の

日
」
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
栃
木
県
内
の
レ
ジ
ャ
ー

施
設
・
文
化
施
設
・
飲
食
関
係
企

業
で
は
、
料
金
割
引
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
し
て
い
る
施
設
な
ど
の
詳

し
い
情
報
は
（
財
）
と
ち
ぎ
青

少
年
こ
ど
も
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.z-kodom
o.

or.jp/

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
で
は
、
馬
頭
広
重
美

術
館
で
毎
月
第
３
日
曜
日
に
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
連
れ
の
ご
家
族

が
観
覧
料
無
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。

11
月
18
日
「
家
族
の
日
」
が

ス
タ
ー
ト
！

　

本
年
度
か
ら
、
子
育
て
を
支
え

る
「
家
族
・
地
域
の
き
ず
な
を
再

生
す
る
国
民
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
毎
年
11
月
の
第
３
日
曜
日

は
「
家
族
の
日
」、
前
後
各
１
週

間
が
「
家
族
の
週
間
」
で
す
。

●
家
族
の
日
…
…
11
月
18
日　

●
家
族
の
週
間
…
11
月
11
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
24
日（
土
）

　

こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
、
子

ど
も
、
家
族
、
地
域
の
こ
と
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

電
子
証
明
書
の
取
得
は
お
早
め
に
！

栃木県最低賃金が
10月20日から改正されました。

時間額　671円

守ろう！確かめよう！この最低賃金

電
子
証
明
書
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

電
子
証
明
書
は
、
住
民
が
安
心

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

国
や
地
方
の
行
政
機
関
が
行
う
電

子
申
請
・
届
出
等
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
利
用
す
る
も

の
で
、
個
人
向
け
の
電
子
証
明
書

は
、
地
方
公
共
団
体
の
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
電
子
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
平
成
19
年
度
税
制
改
正
で
、

電
子
証
明
書
を
有
す
る
個
人
の
電

子
申
告
に
係
る
所
得
税
額
の
特
別

控
除
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
e―

Tax
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し

て
平
成
19
年
分
ま
た
は
20
年
分

（
い
ず
れ
か
１
回
）
の
所
得
税
の

確
定
申
告
書
を
申
告
期
限
（
平
成

19
年
分
は
平
成
20
年
３
月
17
日
、

平
成
20
年
分
は
平
成
21
年
３
月
16

日
）
ま
で
に
提
出
す
る
際
に
、
併

せ
て
本
人
の
電
子
署
名
と
電
子
証

明
書
と
を
送
信
し
た
場
合
に
は
、

所
得
税
額
か
ら
５
、０
０
０
円（
そ

の
年
分
の
所
得
税
額
を
限
度
）
を

控
除
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
電
子
証
明
書
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
取
得
し

て
、
ご
利
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

な
お
、
確
定
申
告
時
期
が
近
づ

く
と
、
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
電
子
証
明
書
の
取
得
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
取
得　

住
民
票
の

あ
る
市
区
町
村
の
窓
口
で
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

を
入
手
し
、
申
請
書
等
を
提
出
し

て
取
得
で
き
ま
す
。
発
行
手
数
料

は
、
住
基
カ
ー
ド
が
５
０
０
円
、

電
子
証
明
書
が
５
０
０
円
で
す
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
入

手　

家
電
量
販
店
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
で
購
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

　町では地域の次代を担う方に配偶者を紹介することにより、明るく豊かで住みよ
い地域を作るため、結婚相談所を設けています。結婚相談員は次の方々です。お気
軽にご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

川 上 美 知 代 　　小　川　　☎０２８７－９６－２５３８
佐 藤 　 賢 治 　　小　川　　☎０２８７－９６－２６０７
佐 原 　 昭 造 　　浄法寺　　☎０２８７－９６－３１５６
佐 原 　 洋 子 　　小　川　　☎０２８７－９６－２１６９
福 島 　 　 正 　　芳　井　　☎０２８７－９６－２４１０
山 本 　 一 枝 　　小　川　　☎０２８７－９６－３１８３
豊 田 　 耕 平 　　谷　田　　☎０２８７－９６－２４９７
鈴 木 　 一 夫 　　馬　頭　　☎０２８７－９２－３９３３
大 金 　 佐 内 　　矢　又　　☎０２８７－９２－２４６１
平 塚 ハ ツ イ 　　健　武　　☎０２８７－９２－３３００

森 　 　 清 一 　　小　口　　☎０２８７－９２－４４０６
大 門 八 重 子 　　松　野　　☎０２８７－９２－５２６２
塚 田 　 秀 知 　　盛　泉　　☎０２８７－９２－５１０４
大 金 　 　 進 　　大　内　　☎０２８７－９２－３８６９
橋 本 美 智 子 　　馬　頭　　☎０２８７－９２－２０２７
小 高 　 七 重 　　和　見　　☎０２８７－９２－５２２８
高 野 　 　 耘

ゆいん

　　富　山　　☎０２８７－９２－５４８３
川 和 　 賢 一 　　大　内　　☎０２８７－９２－２３８８
益 子 　 道 子 　　大山田下郷　　 ☎０２８７－９３－０５４３
大 金 　 一 代 　　小　砂　　☎０２８７－９３－０８０８

那珂川町結婚相談所を
ご存知ですか？

毎月第3日曜日は「家庭の日」
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対
し
て
注
意
や
励
ま
し
を
与
え
る

こ
と
、
公
共
の
場
で
の
振
る
舞
い

方
を
示
す
こ
と
、自
分
や
他
者（
人

だ
け
で
な
く
、動
物
な
ど
も
含
め
）

の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
教
え

る
こ
と
等
々
、
数
え
上
げ
た
ら
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
教
育
と

い
う
と
何
か
難
し
い
こ
と
の
よ
う

に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
今
、

実
際
に
皆
さ
ん
が
ご
家
庭
で
行
っ

て
い
る
こ
と
と
考
え
れ
ば
、
少
し

分
か
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
問
題
行

動
の
原
因
と
し
て
家
庭
の
教
育
力

の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
報
道
な
ど
で
親
自
身
の

目
に
余
る
行
動
や
子
ど
も
へ
の
接

し
方
を
見
る
に
つ
け
、
子
ど
も
以

前
の
問
題
だ
と
感
じ
、
こ
う
し
た

批
判
的
意
見
も
仕
方
が
な
い
と
感

じ
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
た
い
て
い
の
保
護
者
は

我
が
子
の
成
長
を
楽
し
み
に
、
悩

み
、
迷
い
な
が
ら
も
子
ど
も
と
向

き
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
様
に
親
を
非
難
す
る
だ
け
で

な
く
、
全
体
で
温
か
く
親
子
を
見

生
涯
学
習
課
だ
よ
り 

～
ゆ
る
ゆ
る
と
行
こ
う
～

家
庭
や
地
域
の
教
育
力

　

仕
事
柄
、
何
気
な
く
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
と
い
う
言
葉
を
使
い

ま
す
が
、
い
ざ
「
家
庭
や
地
域
の

教
育
力
っ
て
な
に
？
」
と
聞
か
れ

た
ら
、
ど
う
答
え
よ
う
か
戸
惑
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
今

回
は
、
こ
れ
ら
の
教
育
力
と
は
何

か
を
改
め
て
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
生
涯
学
習
課
で
は
町
立

の
全
幼
稚
園
・
保
育
園
、
ま
た
一

部
の
小
・
中
学
校
に
協
力
を
お
願

い
し
て
幼
児
家
庭
教
育
学
級
や
家

庭
教
育
学
級
と
い
う
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
中
身
は
簡
単
に
言
う

と
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
講
話
や

活
動
な
ど
を
通
し
て
自
分
の
子
育

て
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た

め
に
親
と
し
て
何
を
す
れ
ば
い
い

の
か
気
付
い
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
う
見
て
く
る
と
家

庭
の
教
育
力
と
は
毎
日
の
生
活
の

中
で
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
、「
親

か
ら
子
ど
も
へ
の
働
き
か
け
」
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
、
子
ど
も
の
言
動
に

Vol.2

守
っ
て
い
く
、
あ
る
い
は
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方

も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
が
、
地
域
の
教
育
力
と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
非
難
す
る
前
に
、
理
解
し
よ

う
と
努
め
自
分
が
出
来
る
こ
と
を

考
え
て
み
る
と
い
う
こ
と
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
行

政
も
果
す
べ
き
役
割
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
や
っ
て
、
全
員
が
問
題
意

識
を
持
ち
な
が
ら
努
力
を
重
ね
、

少
し
ず
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。

子どもとのコミュニケーション術を学ぼう！
　悩めるお父さん・お母さん方、お子さんとのコミュ
ニケーション術を学んでみませんか？
 日　時　11月25日（日）午後１時30分（午後１時受付）
 会　場　馬頭総合福祉センター研修室
 講　師　河内教育事務所　柳澤邦夫先生
 主　催　すくすくの会（町家庭教育オピニオンリーダー）
 申し込み・問い合わせ
 　教育委員会生涯学習課　☎0287－９２－２８９７

　

10
月
13
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
福

島
泰
夫
さ
ん
（
芳
井
）
の
水
田
で

町
民
が
農
作
業
な
ど
を
通
じ
、
外

国
人
と
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン

ド
in
那
珂
川
２
０
０
７
秋
（
稲
刈

り
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
県
内
に
在
住
す
る
ア

メ
リ
カ
、
中
国
、
韓
国
、
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
10
カ
国
の
外
国
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）、
宇
都
宮
大
学

や
小
山
高
専
の
留
学
生
な
ど
、
21

人
と
町
民
約
１
３
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

春
に
手
植
え
し
た
稲
穂
も
黄
金

色
に
実
り
、
参
加
者
は
、
カ
マ
を

片
手
に
昔
な
が
ら
の
手
刈
り
に
よ

る
稲
刈
り
を
体
験
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
芳
井
夢
の
会
」
や

「
舟
戸
元
気
か
い
」
手
づ
く
り
の

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
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小
堀
美
香
さ
ん
が

少
年
の
主
張
県
大
会
で
最
優
秀
賞
受
賞

　

中
学
生
が
実
体
験
か
ら
考
え
た
こ
と
を

発
表
す
る
第
30
回
少
年
の
主
張
県
大
会

で
、
小
堀
美
香
さ
ん
（
馬
頭
中
３
年
）
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

小
堀
さ
ん
は
大
会
で
「
４
年
前
、
故
郷

の
中
国
か
ら
親
と
と
も
に
来
日
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
労
や
努
力
の
中
で
、
両
国
の
違

い
に
気
づ
き
、
将
来
は
そ
の
架
け
橋
に
な

り
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

に
お
い
て
テ
ー
プ
審
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

関
東
学
童
軟
式
野
球
秋
季
大
会
県

予
選
で
準
優
勝

　

10
月
13
日
、
14
日
に
小
山
市
営
向
野
運

動
公
園
本
球
場
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回
関

東
学
童
軟
式
野
球
秋
季
大
会
県
予
選
で
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

１
回
戦
は
益
子
西
ク
ラ
ブ
に
６
対
４
、

２
回
戦
は
西
の
原
学
童
に
５
対
２
と
順
調

に
勝
ち
進
み
、
翌
日
の
準
決
勝
戦
は
３
対

２
で
宝
木
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
制
し
ま
し
た

が
、
東
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
と
の
決
勝
戦
で
は

投
手
の
速
球
に
力
及
ば
ず
、
３
対
８
で
敗

戦
し
、
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
関
東
大
会
出
場
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

岡
沙
弥
香
さ
ん
が
県
中
学
校
新
人
陸

上
競
技
大
会
の
砲
丸
投
げ
で
優
勝

　

第
36
回
栃
木
県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技

大
会
が
10
月
13
日
、
県
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
、岡
沙
弥
香
さ
ん（
馬

頭
東
中
）
が
砲
丸
投
げ
１
年
女
子
の
部
で

９
ｍ
52
㎝
を
投
げ
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

岡
さ
ん
は
「
県
大
会
で
は
ベ
ス
ト
８
を

目
標
に
投
げ
ま
し
た
が
、
優
勝
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と

が
ん
ば
っ
て
、
さ
ら
に
記
録
を
伸
ば
し
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

馬
頭
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
準
優
勝

　

10
月
19
日
、
20
日
、
県
南
体
育
館
な
ど

で
開
催
さ
れ
た
第
45
回
栃
木
県
中
学
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
、
馬
頭
中

学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
準
優
勝
し

ま
し
た
。

　

試
合
は
陽
北
中
、小
山
２
中
、明
治
中
と

順
調
に
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
決
勝
で
対
戦

し
た
阿
久
津
中
は
身
長
１
７
６
㎝
の
大
柄

な
生
徒
を
中
心
と
し
た
強
豪
チ
ー
ム
で
、

馬
頭
中
は
ス
タ
ミ
ナ
を
武
器
に
キ
レ
の
あ

る
動
き
を
見
せ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

42
対
86
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

　

部
長
の
桐
花
み
な
み
さ
ん
は
「
今
後
、

来
年
の
夏
開
催
さ
れ
る
総
合
体
育
大
会
ま

で
に
力
を
つ
け
、
今
ま
で
以
上
の
成
績
を

残
せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
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全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
優
等
賞
受
賞

　

10
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
鳥
取

県
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
で
、
岡
崎
邦
彦
さ
ん
（
小
口
）
出

品
の
「
ひ
ら
ふ
じ
号
」
が
、
第
３
区
（
若

雌
17
ヵ
月
～
20
ヵ
月
）
の
部
で
優
等
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
、

各
都
道
府
県
か
ら
の
代
表
牛
に
よ
り
、
能

力
改
良
の
成
果
が
競
わ
れ
ま
す
。
今
回
、

種
牛
と
し
て
は
南
那
須
地
区
か
ら
初
め
て

選
出
さ
れ
出
場
し
た
結
果
、
県
内
で
こ
れ

ま
で
で
最
高
位
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
く
も
関
係
者
は
、
ひ
ら
ふ
じ
号
が
優

秀
な
産
子
を
た
く
さ
ん
産
み
、
町
・
県
の

畜
産
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

　

犯
罪
の
発
生
を
抑
止
し
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
「
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」
が

10
月
15
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約

１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

川
崎
町
長
は
「
自
主
的
な
防
犯
対
策
の

輪
が
町
民
運
動
と
し
て
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。ま

た
、
那
珂
川
警
察
署
の
木
村
署
長
は
「
町

関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
家
庭
、

学
校
、
職
域
が
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
に
強

い
那
珂
川
町
と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

の
高
木
警
部
か
ら
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
出
席

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

健
武
小
学
校
で
稲
刈
り

　

10
月
12
日
、
健
武
小
学
校
で
児
童
44
人

と
保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
15
人
に
よ
る

稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

塚
田
校
長
は
「
一
年
間
か
け
て
実
っ
た

米
で
す
。
自
分
た
ち
で
食
べ
る
も
ち
米
で

す
か
ら
、大
事
に
刈
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ

い
さ
つ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
山
田
保
美
さ

ん
か
ら
刈
り
方
の
コ
ツ
な
ど
の
説
明
を
受

け
、
児
童
た
ち
は
カ
マ
を
手
に
13
株
が
１

つ
に
な
る
よ
う
、
刈
り
取
り
ま
し
た
。
3

ア
ー
ル
の
稲
は
約
30
分
で
刈
り
終
わ
り
、

自
然
乾
燥
さ
せ
、
後
日
開
催
さ
れ
る
ふ
る

さ
と
交
流
活
動
で
、
も
ち
な
ど
に
し
て
、

保
護
者
や
地
域
の
お
年
寄
り
に
振
舞
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
内
川
で
自
然
観
察
会
を
開
催

　

９
月
28
日
、
大
内
川
仲
平
橋
付
近
で
烏

山
土
木
事
務
所
主
催
の
自
然
観
察
会
が
開

催
さ
れ
、大
内
小
学
校
の
４
・
５
年
生
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
観
察
会
は
、
現
地
に
生
息
す
る

動
植
物
等
を
把
握
し
、
自
然
の
大
切
さ
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
や
増
水
時
の

川
の
危
険
性
な
ど
を
認
識
し
、
河
川
整
備

の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、網
を
片
手
に
川
に
入
り
、

流
れ
の
速
い
所
と
遅
い
所
で
の
川
底
や
住

む
生
物
の
違
い
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
長
20
セ
ン
チ
超
の
金
ブ
ナ
が

採
取
さ
れ
、
そ
の
大
き
さ
と
大
内
川
の
豊

か
な
自
然
環
境
に
児
童
た
ち
は
驚
嘆
の
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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第
２
回
南
那
須
地
区
音
楽
祭

　

当
町
か
ら
は
４
小
学
校
が
入
選

　

10
月
５
日
、
那
珂
川
町
総
合
体
育
館
で

第
２
回
南
那
須
地
区
音
楽
祭
が
開
催
さ

れ
、
南
那
須
地
区
内
の
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
た
ち
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
出
場
し
た
各
校
の
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
入
選
し
た
学
校

は
、
10
月
25
日
、
26
日
開
催
の
県
音
楽
祭

に
出
場
し
ま
し
た
。

入
選
（
優
秀
賞
）

　
　
　
　
　

谷　

川
小
学
校
（
合
奏
）

　
　
　
　
　

大　

内
小
学
校
（
合
奏
）

　
　
　
　
　

小
川
南
小
学
校
（
合
奏
）

　
　
　
　
　

馬
頭
西
小
学
校
（
合
唱
）

県
民
バ
ス
で
栃
木
県
林
業
セ
ン
タ
ー
と

日
光
田
母
沢
御
用
邸
を
見
学

　

10
月
４
日
、
県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
主
催

に
よ
る
県
の
施
設
を
見
る
県
民
バ
ス
が
実

施
さ
れ
、
町
民
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
見
学
し
た
林
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
と
ち
ぎ
の
こ
」
と
し
て
、ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
な

ど
の
キ
ノ
コ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い

る
こ
と
や
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
の
品
種

改
良
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
説
明
を
受
け

た
り
、
住
宅
用
木
材
の
強
度
試
験
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
15
年
に
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
日
光
田
母
沢
御
用
邸
は
、

和
風
建
築
の
伝
統
を
活
か
し
な
が
ら
西
洋

文
化
と
の
融
合
を
図
っ
た
貴
重
な
建
物
で

参
加
者
は
、
日
本
の
歴
史
と
匠た
く
みの
技
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
振
興
大
会
で

　
　
　

海
外
研
修
の
報
告

　

10
月
20
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
生
涯
学
習
振
興
大
会

が
開
催
さ
れ
、
町
民
約
１
８
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
、
米
国
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
な

ど
を
訪
問
し
た
中
学
・
高
校
生
14
人
が
青

少
年
海
外
体
験
学
習
の
活
動
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流

や
現
地
の
学
校
の
授
業
に
参
加
し
た
様
子

な
ど
が
ス
ラ
イ
ド
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、

参
加
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
会
に
引
き
続
き
、
プ
ロ
の

マ
ジ
シ
ャ
ン
と
大
道
芸
人
の
シ
ョ
ー
が
催

さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
企
画
展
記
念
講
演
会

縄
文
時
代
の
交
流
と
交
易

　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
開
催
し
て

い
る
第
15
回
企
画
展
「
川
で
つ
な
が
る
縄

文
人
」
の
記
念
講
演
会
が
10
月
28
日
、
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
１
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

桑
野
館
長
は
「
縄
文
時
代
の
生
活
を
学

び
な
が
ら
、
現
代
の
薄
れ
が
ち
な
川
と
の

つ
な
が
り
を
認
識
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

あ
い
さ
つ
。「
縄
文
時
代
の
交
流
と
交
易
」

と
題
す
る
講
演
で
国
学
院
大
学
教
授
の
小

林
達
雄
氏
は
「
日
本
語
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
縄
文
時
代
は
自
然
と
共
生
し
た
文
化
で

あ
り
、
そ
れ
ら
を
現
代
に
ど
う
生
か
す
か

で
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
参
加
者
は
、
那
須
地
域
の
交
流

と
交
易
の
講
演
を
聴
き
、
湯
津
上
館
に
移

動
し
て
展
示
解
説
を
受
け
ま
し
た
。
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町
内
保
育
園
と
幼
稚
園
で

　
　
　
　
　
　
　

運
動
会
を
開
催

　

９
月
29
日
、
町
内
の
各
保
育
園
で
、
10

月
６
日
、
各
幼
稚
園
で
そ
れ
ぞ
れ
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
る
園
児
た
ち
の
姿
を
見

た
家
族
か
ら
は
、
盛
ん
に
大
き
な
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ありがとう

ございます

寄  贈
○
各
小
学
校
へ

童
話
「
二
宮
金
治
次
郎
の
一
生
」

二
百
七
十
八
冊
（
五
万
円
相
当
）

　
　
　
　
　

岩
河
良
彦
様（
馬
頭
）

○
小
川
小
学
校
へ

小
型
資
料
展
示
装
置
（
書
画
カ
メ

ラ
）
一
台
（
十
万
円
相
当
）

　
　
　
　
　

齋
藤
村
男
様（
小
川
）

○
美
術
館
へ

五
万
円　
　

荒
井
和
夫
様（
健
武
）

○
図
書
館
へ

五
万
円　
　

荒
井
和
夫
様（
健
武
）

図
書
「
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ジ
ッ
ク
」
他

八
冊　
　

松
崎
有
美
子
様（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
振
興
基
金
へ

五
万
円　
　

荒
井
和
夫
様（
健
武
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ

三
十
万
円　

金
子
富
夫
様（
馬
頭
）

十
万
円　
　

齋
藤
村
男
様（
小
川
）

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　

匿
名（
３
９
７
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

タ
オ
ル
約
二
百
五
十
枚

栃
木
県
退
職
公
務
員
連
盟

南
那
須
支
部
様

馬頭南保育園 馬頭北保育園

小川幼稚園

ひばり幼稚園

小
川
第
１
・
第
２
・
第
３
保
育
園
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・
散
歩
や
運
動
を
す
る
。

　

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
チ
ャ
レ

　

ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
の
辛
い
時
期
の
乗
り
越
え
方

　

一
般
的
に
は
禁
煙
開
始
後
２
～

３
週
間
目
に
、イ
ラ
イ
ラ
す
る
。落

ち
着
か
な
い
。
頭
痛
が
す
る
。
体

が
だ
る
い
。
眠
い
な
ど
の
症
状
が

出
て
き
ま
す
。
こ
の
症
状
に
対
し

て
貼
り
薬
と
ガ
ム
が
あ
り
ま
す
。

や
め
よ
う
と
い
う
意
思
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を

使
う
こ
と
に
よ

り
、
ず
っ
と
楽

に
禁
煙
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、

医
師
ま
た
は
薬

剤
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

・
一
酸
化
炭
素
…
動
脈
硬
化
を
引

　

き
起
こ
す
。

タ
バ
コ
と
病
気

　

喫
煙
は
、
が
ん
や
生
活
習
慣
病

を
引
き
起
こ
す
大
き

な
原
因
で
す
。
子
ど

も
が
喘ぜ
ん
そ
く息
に
な
る
割

合
で
言
え
ば
、
吸
わ

な
い
家
族
の
約
３
倍

と
い
う
多
さ
で
す
。

ま
た
、
タ
バ
コ
を
吸

わ
な
い
人
を
１
と
し

た
場
合
の
喫
煙
者
の

死
亡
率
は
下
図
の
と

お
り
で
す
。

さ
あ
、
禁
煙
を

　

ス
タ
ー
ト

　
　

し
ま
し
ょ
う
！

ま
ず
タ
バ
コ
を
減
ら
す

・
一
日
の
本
数
を
減
ら
す
。

・
肺
ま
で
吸
い
込
ま
な
い
。

・
吸
い
が
ら
を
長
く
残
す
。

・
「
午
前
中
だ
け
」
「
今
日
一
日  

　

だ
け
」
の
禁
煙
を
繰
り
返
す
。

・
禁
煙
の
理
由
を
確
認
す
る
。

・
自
分
内
の
禁
煙
の
メ
リ
ッ
ト
を

　

み
つ
け
る
。

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
気
分
転
換
の
方
法
を
見
つ
け
る
。

・
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
深
呼
吸
を

　

何
度
も
繰
り
返
す
。

・
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
水
や
お
茶

　

を
飲
ん
だ
り
、
果
物
な
ど
を
食

　

べ
る
。

た
ば
こ
の
害
を
知
ろ
う

な
ぜ
、
タ
バ
コ
を
吸
う
の
か
？

　

タ
バ
コ
が
か
ら
だ
に
良
い
と

思
っ
て
吸
っ
て
い
る
人
は
い
な
い

で
し
ょ
う
。
で
は
、
な
ぜ
多
く
の

人
が
た
ば
こ
を
吸
う
の
で
し
ょ
う

か
。
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ

ン
は
、頭
脳
を
覚
醒
さ
せ
た
り
、緊

張
を
ほ
ぐ
す
鎮
痛
効
果
が
あ
り
、

喫
煙
者
は
そ
の
と
り
こ
に
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。

タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
も
の

　

た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
、
ニ
コ

チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭
素
、
カ

ド
ミ
ウ
ム
化
合
物
な
ど
、
約
２
０

０
種
類
以
上
の
有
害
物
質
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

３
大
有
害
物
質
の
害
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
ニ
コ
チ
ン
…
血
管
の
老
化

・
タ
ー
ル
…
…
発
が
ん
性
が
あ
る

　

５
月
の
田
植
え
か
ら
５
ヵ
月
。

稲
穂
も
黄
金
色
に
実
り
、
収
穫
の

時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
今
日
は
天

気
も
よ
く
稲
刈
り
日
和
。
６
年
生

を
先
頭
に
、
全
校
生
が
そ
ろ
っ
て

田
ん
ぼ
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　

田
植
え
時
は
苗
の
植
え
方
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
り
、
田
ん
ぼ
の
中

で
し
り
も
ち
を
つ
い
た
り
で
大
騒

ぎ
し
て
い
た
１
年
生
も
、
半
年
の

大山田小学校から
間
に
す
っ
か
り
た
く
ま
し
く
な
っ

て
、
や
る
気
満
々
で
す
。

　
「
米
づ
く
り
に
は
八
十
八
の
手

間
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
粒
の
お
米
も
無
駄
に
し
な

い
よ
う
大
切
に
刈
り
ま
し
ょ
う
」

と
の
校
長
の
話
に
神
妙
に
う
な
ず

く
児
童
。「
カ
エ
ル
も
バ
ッ
タ
も

田
ん
ぼ
の
お
友
だ
ち
で
す
。
自
然

を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
く
や
り
ま

し
ょ
う
」
と
、
励
ま
し
て
く
だ
さ

る
谷
田
部
さ
ん
の
言
葉
に
に
っ
こ
り

す
る
児
童
。「
カ
マ
は
こ
う
持
つ
ん
だ

よ
」「
切
り
口
を
ち
ゃ
ん
と
そ
ろ
え
て

ね
」
稲
刈
り
が
始
ま
る
と
、高
学
年
の

児
童
は
下
級
生
に
カ
マ
の
使
い
方
や

稲
の
束
ね
方
を
教
え
た
り
、
積
み
上

が
っ
た
稲
束
を
運
ん
だ
り
、
休
む
間

も
な
く
動
き
回
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、だ
れ
１
人
と
し
て
不

平
を
言
う
児
童
は
い
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
高
学
年
生

と
し
て
中
心
に

な
っ
て
働
く
こ

と
が
誇
ら
し
げ

に
見
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
上
級

生
を
横
目
で
見

な
が
ら
、
下
級

生
の
心
の
中
に

い
つ
か
は
自
分

た
ち
も
・
・
・

と
い
う
気
持
ち

が
育
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。
全
校
生
に
よ
る
体
験

活
動
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

自
分
の
役
割
を
自
覚
す
る
場
で
も
あ

る
の
で
す
。

　

刈
り
取
っ
た
す
べ
て
の
稲
を
は
っ

て
に
掛
け
、
い
の
し
し
除
け
の
網
も

張
り
終
え
て
ほ
っ
と
一
息
。

　

11
月
の
収
穫
感
謝
祭
に
は
、
こ
の

も
ち
米
で
赤
飯
を
炊
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
働
く
こ
と
の
大
切
さ
と

喜
び
を
味
わ
っ
た
１
日
で
し
た
。



木
の
実
降
る
朝
の
境
内
人
も
な
し　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
門　

正
一

新
米
の
炊
け
る
香
り
の
心
地
よ
し　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

横
山　

義
夫

木
犀
の
香
の
流
れ
く
る
夜
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
高　

富
美

鯉
に
ゆ
っ
と
水
面
の
月
を
押
し
上
ぐ
る　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　

国
安　
　

薫

常
闇
の
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
蝉
の
穴　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

松
岡　

路
石

箸
先
に
透
く
新
涼
の
三
部
粥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

荒
井　

大
作

華
や
か
に
飾
り
し
山
車
の
広
場
に
は
一
際
高
き
乾
杯
の
声　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　

薄
井　

キ
イ

十
五
夜
を
拝
む
傍か
た
へに
曽
孫
の
小
さ
な
合
掌
す
何
を
祈
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和　

見　
　
　

小
高　

歌
子

稲
架
掛
け
の
手
傳
ひ
受
け
し
友
逝
き
て
残
暑
の
中
を
妻
と
稲
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　

佐
藤　
　

茂

野
や
山
に
ま
な
こ
潤
ま
せ
産う
ぶ

土す
な

の
歌
を
詠
み
次
ぎ
い
つ
し
ら
に
老
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

郡
司　

喜
恵

か
つ
て
娘
を
虫
封
じ
に
と
連
れ
て
来
し
社
に
け
ふ
は
孫
を
伴
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

佐
藤　

和
夫

手
折
ら
ん
と
触
る
る
野
路
菊
朝
露
の
草
生
に
小
さ
き
花
び
ら
こ
ぼ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

滝
田　

孝
子

　
　幸

せ
は
医
者
に
掛
か
れ
る
国
に
住
み　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

高
慢
な
物
言
い
頭
上
か
ら
聞
こ
え　
　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　

大
嶹　

克
明

働
い
た
惜
し
ま
ぬ
汗
に
あ
る
実
り　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

酒
の
量
越
し
た
夫
の
天
下
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

趣
味
持
た
ぬ
時
計
の
針
は
進
ま
な
い　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　

大
森　

愛
子

腹
が
立
つ
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
原
油
高　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　

郡
司　

正
幸

短　

歌
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広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

  　

畠
中
恵
／
著
（
角
川
書
店
）

　

江
戸
の
片
隅
、
姉
弟
二
人
が
切
り
盛
り
す
る
「
出
雲

屋
」
。
鍋
、
釜
、
布
団
、
何
で
も
貸
し
出
す
店
で
す
が
、
中

に
は
ち
ょ
っ
と
妙
な
品
も
混
じ
っ
て
い
る
よ
う
で
…
妖
怪
た

ち
が
引
き
起
こ
す
騒
動
の
数
々
。
ほ
ろ
り
と
切
な
く
、
ふ
ん

わ
り
暖
か
い
、
お
せ
っ
か
い
で
噂
大
好
き
の
、
妖
怪
た
ち
が

大
活
躍
！

◇
『
暴
走
老
人
！
』　

藤
原
智
美
／
著
（
文
藝
春
秋
）　
　

◇
『
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
夢
』　

内
田
隆
三
／
著
（
岩
波
書
店
）

◇
『
だ
し
と
ス
ー
プ
が
あ
れ
ば
』　

有
元
葉
子
／
著
（
文
化
出
版
局
）

◇
『
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
』　

有
田
哲
文
／
著
（
東
洋
経
済
新
報
社
）

◇
『
金
尽
剣
法　

浮
雲
十
四
郎
斬
日
記　

』　

鳥
羽
亮
／
著
（
双
葉
社
）　

◇
『
池
上
彰
の
「
世
界
が
わ
か
る
！
」
』　

池
上
彰
／
著
（
小
学
館
）

◇
『
点
と
線
の
ひ
み
つ
』　

瀬
山
士
郎
／
著
（
さ
・
え
・
ら
書
房
）

◇
『
本
っ
て
ど
う
や
っ
て
探
し
た
ら
い
い
の
？
』 

赤
木
か
ん
子
／
文
・
す
が
わ
ら
け
い
こ
／
絵
（
ポ
プ
ラ
社
）

◇
『
は
た
ら
き
も
の
の
ナ
マ
ケ
モ
ノ
』　

斉
藤
洋
／
作
・
武
田
美
穂
／
絵
（
理
論
社
）

◇
『
日
本
の
島
大
研
究
』　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
／
編
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
田
真
音
／
著
（
光
文
社
）

　

大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
計
画
に
飲
み
込
ま
れ
た
27
歳
の
藤
崎
翔

は
、
会
社
を
辞
め
て
信
頼
す
る
上
司
や
同
僚
た
ち
と
と
も
に
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
立
ち
上
げ
、
社
長
に
就
任
す
る
が
…
…
。

「
夢
は
、
自
分
の
手
で
引
き
寄
せ
る
」
経
済
小
説
界
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
が
贈
る
新
米
社
長
の
熱
血
ビ
ジ
ネ
ス
物
語
。

『H
ello,C

EO
.

』

シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン
・
ヘ
ー
デ
／
作

テ
ー
・
チ
ョ
ン
キ
ン
／
絵
・
野
阪
悦
子
／
訳
（
岩
波
書
店
）

　

く
い
し
ん
ぼ
う
の
フ
ォ
ス
と
し
っ
か
り
者
の
ハ
ー
ス
は
森

で
い
っ
し
ょ
に
く
ら
し
て
い
ま
す
。
と
も
だ
ち
の
フ
ク
ロ
ウ

が
だ
い
じ
に
あ
た
た
め
て
い
る
た
ま
ご
に
あ
る
日
、
た
い
へ

ん
な
こ
と
が
！
ベ
ル
ギ
ー
う
ま
れ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
人
気

の
絵
物
語
。
コ
ミ
カ
ル
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
、
そ
し
て
思
い
や

り
に
あ
ふ
れ
た
作
品
で
す
。

『
き
つ
ね
の
フ
ォ
ス
と
う
さ
ぎ
の
ハ
ー
ス
』

那珂川町
図書館

『
つ
く
も
が
み
貸
し
ま
す
』

俳　

句

川　

柳
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馬頭広重美術館の無料開放

　広重紅葉まつり関連イベントとし
て、下記の時間、美術館を無料開放
します。
　ただいま、初代広重没後１５０年
記念特別展「初代広重と二代広重の
諸国名所絵展－六十余州名所図会と
諸国名所百景－」後期を開催中です
から、ご家族お誘い合わせのうえ、
ぜひご来館ください。
日時　11月24日（土）　
　　　午後５時30分～８時
問い合わせ　馬頭広重美術館
　　　　　　☎０２８７－９２－１１９９

農地の貸借の申請
新規で申請される方へ

　稲作等の生産調整計画(転作)、品
目横断的経営安定対策等に伴い、農
地を借りて次年度の作付けを計画さ
れている方は「農用地利用集積計画
書」の提出が必要です。次により申
請してください。
　申請用紙は、農業委員会にありま
す。なお、郵送することも可能です。
申請期限　12月７日（金）
申請・問い合わせ

　　　　　那珂川町農業委員会
　　　　　☎０２８７－９２－１１８５

南那須地方
食の安全・安心フォーラムのご案内

日時　12月11日（火）
　　　午後１時30分～午後４時
場所　那須南農業共済組合
内容　基調講演「食の安全・安心に
ついて」～農薬使用における生産者
と消費者の視点～農薬ネット主宰　
西田立樹氏、パネルディスカッション
～食の安全はどう守られているの？～
問い合わせ　南那須農業振興事務所
　　　　　　☎０２８７－８２－３７２６

那須南病院内科外来
午後診療開始します

　混雑緩和のため、午後の内科外来
を１診体制で追加開始します。
受付時間　午後１時30分～４時　
診療日　月曜日～金曜日の午後
診療体制　午前中は、従来どおり月
曜日から金曜日まで内科外来4診体
制で開設しています。健康診断等
は、午前中に来院ください。
　この内科午後外来診療は、予約さ
れた方と軽症の救急患者が対象で
す。救急車・重症・入院が必要な方
は、救急外来にて対応します。
問い合わせ　那須南病院
　　　　　　☎０２８７－８４－３９１１

那須南病院改修工事の実施

　那須南病院では屋上防水工事及び
外壁改修工事を下記により実施しま
す。ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。
工事期間　10月24日（水）～　　　
　　　　　平成20年１月31日（木）
（天候などにより工事期間が延びる
場合もあります）

問い合わせ　那須南病院総務課管理係
　　　　　　☎０２８７－８４－３９１１

第35回県北部地区特別支援
学級児童生徒作品展覧会
（南那須地区展）のご案内

　南那須地区小中学校特別支援学
級・南那須養護学校児童生徒の作品
展示会を開催します。どなたでもお
気軽にお越しください。
開催日時

11月25日（日）午前９時～午後４時
　　26日（月）午前９時～午後１時
開催場所　小川公民館
問い合わせ　小川中学校（担当：田代）
　　　　　　 ☎０２８７－９６－２０２４

人権週間「特設人権相談所」開設

　人権週間に人権に関する相談を受
け付けます。お気軽にご相談くださ
い。
日時　12月４日　午後１時～３時
会場　馬頭総合福祉センター小川総
　　　合福祉センター
問い合わせ　住民生活課戸籍住民係
　　　　　　☎０２８７－９２－１１１２

　在宅で認知症の高齢者を介護されている家族の方を対象に、認知症の知
識や介護について学ぶとともに、介護者同士の情報交換の場とし、さらに
家族の抱える身体的・精神的な負担の軽減を図ることを目的に開催します。

11月30日（金） 
午後３時～

開講式、講話「認知症ってどんな病気？」
講師　袋田病院院長　的場政樹医師

12月19日（水） 
午後１時30分～

講話「認知症とのつきあい方～症状への対応」
講師　認知症疾患センター　精神保健福祉士　高瀬美明氏

H20年１月（未定） 施設見学～特別養護老人ホーム、グループホーム
２月21日（木） 
午後１時30分～

「介護者のこころをほぐそう！～アロマテラピー」
講師　栃木リラクゼーションスクール代表　西沢杏里紗氏

３月18日（火） 
午後１時30分～

「介護へのエネルギーを補充～心も体もリフレッシュ」
講師　栃木県健康倶楽部　健康運動指導士　小室史恵氏

対象者　在宅で認知症の高齢者を介護されている方、認知症の介護に関心の
　　　　 ある方
場　所　小川総合福祉センターすこやか共生館
参加費　無料（材料費等を徴収することがあります）
申し込み　11月22日（木）までに電話等で直接お申し込み下さい。
問い合わせ　地域包括支援センター　☎０２８７－９６－２１６１

認知症家族介護教室のご案内



2021 広報なかがわ　平成19年11月10日広報なかがわ　平成19年11月10日

お知らせ

平成20年４月１日採用
馬頭広重美術館学芸員募集

採用予定人員　１名
応募資格　①大学または大学院を卒
業（見込み）②大学または大学院で
日本近世美術史または日本近代美術
史を専攻した者③学芸員の資格を取
得（見込み）した者
応募書類　①採用試験申込書（写真
添付）②応募動機及び経歴書　③大
学卒業証明書（大学院含む）または
在学証明書④小論文
※①、②の用紙は、町ホームページ
　からダウンロードできます。
試験日・場所等

第１次試験（書類審査）
第２次試験（口述試験）
12月25日　山村開発センター
合格発表　第１次試験　12月13日
　　　　　第２次試験　12月25日
受付期限　11月30日
申込用紙請求先・問い合わせ

総務課人事秘書係
☎０２８７－９２－１１１１
那珂川町ホームページ・アドレス
http://www.town.tochigi-nakagawa.
lg.jp

平成20年度那珂川町奨学生募集

資格　那珂川町民の被扶養者で、品
行が正しく学業に優れ、他の奨学金
の貸与を受けていない者
募集定員

高等学校生（高専生含む）　５名
短期大学生（専門学校含む）２名
大学生（短大生除く）　　　２名
貸与金額

高等学校生　　　　 月額  13,000円
短期大学生　   　 　 月額  30,000円
大学生　　　　　　 月額  30,000円
奨学金の返還方法

償還期間は20年以内（無利息）
申込期限　11月12日～12月28日

申し込み・問い合わせ

学校教育課　☎０２８７－９２－２０３６

平成20年度菊池育英会奨学生募集

資格　高等学校及び大学に進学を希
望する者で学業、人物ともに優秀か
つ健康で学費支弁が困難と認められ
る者
募集定員　高等学校生　　　　７名
　　　　　大学生　　　　　　３名
貸与金額

高等学校生　　 　　月額　10,000円
大学生　　 　　　　月額　25,000円
奨学金の返還　
奨学金の返還はありません
申込期限　11月12日～12月28日
申し込み・問い合わせ

財団法人菊池育英会（学校教育課内）
☎０２８７－９２－２０３６

第24回黒羽矯正展

日時　11月23日（金）
　　　午前9時～午後3時
場所　黒羽刑務所（駐車場1,000台）
内容　刑務所内見学、パネル展示、
各種体験教室、各種イベント及びバ
ザー、刑務所作業製品の販売
問い合わせ　黒羽刑務所
☎０２８７－５４－１１９８

栃木県防衛協会創立40周年記念
ニューイヤーコンサート

日時　平成20年１月19日（土）
場所　宇都宮市文化会館大ホール
出演　海上自衛隊　東京音楽隊
公募数　６００席
応募方法　往復ハガキに「住所・氏
名・年齢・性別」を記入のうえ郵送
してください。
※注意　１枚で２名までの応募が可
能ですが、その際には、必ず入場者
それぞれの必要事項をご記入願いま
す。お１人様での複数応募や、記載

漏れ、３名以上の申し込みは無効と
なりますので、ご注意ください。
応募期限　11月25日  （当日消印有効）
申し込み・問い合わせ　
〒320－0043　宇都宮市桜５丁目１
－13　宇都宮合同庁舎２Ｆ　
ニューイヤーコンサート係
☎０２８－６３４－３３８５

平成20年度自衛隊生徒の募集

　自衛隊生徒教育に加え、入隊と同
時に高等学校に入学し、高等学校の
卒業資格も得られます。
応募資格　中学校卒業（見込み）の
方で、平成20年４月１日において15
歳以上17歳未満の男子
受付期限　平成20年１月８日
第１次試験日　平成 20 年１月 12 日
試験会場　大田原市勤労者総合福祉
センター
試験科目　国語、社会、数学、理
科、英語（マークシート）、作文
その他　受験料は無料　県立・私立
高校併願受験も可能
　また、二等陸・海・空士の募集を
年間を通じて行っています。
問い合わせ　自衛隊大田原地域事務所
　　　　　　☎０２８７－２２－２９４０

ご存じですか？検察審査会

　交通事故、詐欺、脅しなどの犯罪
被害に遭い、警察署や検察庁に訴え
たが、検察官がその事件を起訴して
くれない。どうしても納得できな
い。このようなご不満をお持ちの方
は、検察審査会にご相談ください。
　ご相談や申し立てに伴う費用は一
切無く、秘密は固く守られます。
問い合わせ　大田原検察審査会事務
局（宇都宮地方裁判所大田原支部
内）大田原市中央２丁目３番25号
☎０２８７－２２－２１１２
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チューリップの球根植えをしよう
・11月17日（土）午前10：00～　　　　　
　毎年、春にはかわいい花がみんなを迎えてくれます。
　球根植えの後はおやつタイムです。
・協力　更生保護女性会

なかよしひろば　　

「児童館」
11 月16日～ 12 月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後４時
☎０２８７－９６－３１０９

読　書　会
・12月12日（水）午後1：30～
　テキスト「箒川」　水上 勉／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

婦人ボランティアのおはなし会
・12月８日（土）午後2：00～
　おはなしじょうずなボランティアが昔ばなしの絵
　本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

生け花教室
・11月24日（土）午後1：30～
　秋の花をステキに生けましょう。　　　　
・参加申し込み（会員以外）　11月20日（火）まで
・花代　700円

なかよしひろば
・12月７日（金）午前10：00～　　　　　
　ダンボールであそぼう。
・参加申し込み　12月５日（水）まで
・おやつ代　50円

・11月29日（木）午前10：00～　　　　　
　いろいろなあそびにチャレンジしよう。
・参加申し込み　11月24日（土）まで
・おやつ代　50円

クリスマスグッズを作ろう
・12月９日（日）午前9：30～
　かわいいクリスマスグッズを作りましょう。
・参加申し込み　12月６日（木）まで
・材料費　100円

・12月１日（土）午後1：30～
・テーマ  笑って子育て－読み聞かせを通して－
・講師  岩城 俊之 氏 （KID’S いわき.ぱふ 代表）
・対象  保護者、教育関係者、図書館ボランティア等
・定員　80名
・場所  小川公民館　大会議室
※保護者のみなさん、ぜひ参加ください。

おはなし人材養成講座 ②

・11月21日（水）午前10：30～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
・クリスマス会　12月５日（水）10：30～
　おはなし会のクリスマス会です。親子でご一緒に
　お越しください。
・場所　馬頭総合福祉センター集会室

たのしい絵本と紙しばいの会

昔のあそびをしよう
・12月15日（土）午後1：30～　　　　　
　けん玉・お手玉・あやとり・缶けりなどいろいろな
　あそびをしよう
　たくさん遊んだ後はおやつの時間です。
　遊びに来てね。

今
月
の
表
紙

　

サ
ツ
マ
イ
モ
が
収
穫

の
時
期
を
迎
え
た
10
月

25
日
、
ひ
ば
り
幼
稚
園

で
い
も
掘
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

３
歳
～
５
歳
児
の
園

児
87
名
が
列
に
並
ん
で

次
々
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を

掘
り
始
め
、
大
き
な
い

も
を
掘
り
出
す
と
「
見

て
、
見
て
」
と
得
意
げ

に
先
生
に
見
せ
て
い
ま

し
た
。

※自分だけのクリスマスツリーを作ってみませんか。
・12月15日（土）午前10：00～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
・講師　小野里 優子 氏
・参加人数　20名（先着順）
・参加費　１人 900円
・申し込み先　馬頭図書館　☎0287－92－5015

工作教室　「メリー・フラワー・クリスマス」



し
た
赤
米
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
現

在
で
も
赤
飯
は
同
様
に
蒸
し
て
作

り
ま
す
。
ま
た
、
餅も
ち

は
蒸
し
た
米

を
つ
ぶ
し
て
ま
と
め
た
餅も
ち
い
い飯
が
由

来
と
さ
れ
、
こ
の
餅
飯
は
祭
り
な

ど
特
別
な
日

に
は
神
に
捧

げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

資
料
館
の
古
代
米
は
、
田
植
え

と
収
穫
の
作
業
を
町
内
の
ポ
ニ
ー

作
業
所
と
う
ぐ
い
す
作
業
所
の
皆

さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

田
植
え
の
時
は
泥
田
に
裸
足
で

入
っ
て
植
え
、
稲
刈
り
の
際
は
手

作
業
で
刈
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
収

穫
作
業
の
後
は
、
臼
と
杵
で
餅
を

つ
い
て
秋
の
実
り
に
感
謝
し
ま
す
。

そ
の
笑
顔
を
見
る
と
、
収
穫
へ
の

感
謝
の
思
い
は
、
今
も
昔
も
変
わ

ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館　

学
芸
員　

永
森
裕
子
）
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（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　 

（
住
所
）

田
村　

正
夫
（
79
）　　

馬　

頭

松
原　

幸
雄
（
72
）　　

馬　

頭

小
池　
　

專
（
78
）　　

馬　

頭

青
栁　

忠
一
（
62
）　　

馬　

頭

木
村　

タ
ケ
（
102
）　　

久
那
瀬

相
田　

ツ
ヤ
（
90
）　　

松　

野

平
山
ト
シ
ノ
（
93
）　　

富　

山

笹
沼　

ヒ
ロ
（
84
）　　

小　

砂

長
山　

正
一
（
88
）　　

小　

砂

長
山　

ハ
ツ
（
97
）　　

小　

砂

齊
藤
キ
ミ
ヱ
（
84
）　　

小　

川

豊
田
タ
マ
子
（
83
）　　

吉　

田

岡
﨑　

豊
作
（
87
）　　

谷　

田

室
井　

武
雄
（
57
）　　

浄
法
寺

平
成
19
年
9
月
21
日
～

　

平
成
19
年
10
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

11月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　　 　9,909 人  （－17）
 　女　　 　9,980 人  （－12）
 　計　　　19,889 人  （－29）
 世帯数　  　5,990　    （－  5 ）

（　）内は前月との比較

　

古 
代 

米 

の 

実 

り

　

朝
夕
は
ぐ
っ
と
冷
え
込
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
収
穫
し
た
米
や

野
菜
を
貯
え
、
冬
に
備
え
る
季
節

で
す
。
資
料
館
で
借
り
て
い
る
田

ん
ぼ
で
も
、
実
っ
た
稲
が
11
月
初

め
の
稲
刈
り
を
待
っ
て
い
ま
す
。

６
月
に
田
植
え
を
し
た
２
種
類
の

古
代
米
は
、
み
な
さ
ん
が
普
段
食

べ
て
い
る
米
と
比
べ
て
穂
の
先
に

あ
る
禾の
ぎ

が
長
く
、色
も
違
い
ま
す
。

黒
米
は
籾も
み

が
黒
く
、
中
の
米
は
緑

が
か
っ
た
色
で
、
赤
米
は
中
の
米

が
赤
い
色
を
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
禾
が
短
く
色
が
白
い
米
は
、
品

種
を
改
良
し
て
で
き
た
も
の
で
す
。

　

水
田
稲
作
は
、
縄
文
時
代
の
終

わ
り
ご
ろ
に
中
国
や
朝
鮮
半
島
か

ら
九
州
北
部
へ
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
稲
作
に
は
、
計
画
的
に
栽
培

し
て
籾
を
長
期
保
存
で
き
る
と
い

う
大
き
な
利
点
が
あ
り
ま
し
た
。

弥
生
時
代
に
な
る
と
水
田
耕
作
は

各
地
に
広
ま
り
、
秋
に
稲
穂
の
実

る
風
景
が
形
作
ら
れ
て
き
た
の
で

す
。

　

古
代
の
人
々
は
、
米
を
ど
の
よ

う
に
食
べ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
弥
生
時
代
の
人
々
は
米
を
木

の
実
な
ど
と
混
ぜ
て
、
水
と
と
も

に
土
器
に
入
れ
て
火
に
か
け
、
雑

炊
の
よ
う
に
し
て
食
べ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代

に
な
る
と
、
米
を
蒸
し
て
食
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
那
珂
川
町
三

輪
の
三み

わ輪
仲な
か
ま
ち町
遺
跡
の
住
居
跡
か

ら
は
、
底
に
一
つ
ま
た
は
複
数
の

穴
が
あ
い
た
、
甕か
め

型
や
椀わ
ん

型
を
し

た
甑こ
し
きと
い
う
土
器
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
壁
際
に
は
粘
土
と

石
で
作
っ
た
竈か
ま
どの
跡
が
見
つ
か
り

ま
す
。古
墳
時
代
以
降
の
人
々
は
、

竈
に
水
を
入
れ
た
甕
を
置
い
て
、

そ
の
上
に
布
な
ど
を
敷
い
て
米
を

入
れ
た
甑
を
置
き
、
甑
の
穴
を
通

る
蒸
気
の
熱
で
ち
ょ
う
ど
蒸
し
器

の
よ
う
に
蒸
し
て
い
ま
し
た
。
甑

が
土
器
か
ら
木
器
に
変
化
し
て

も
、
米
を
蒸
し
て
食
べ
る
の
は
同

じ
で
し
た
。
た
っ
ぷ
り
の
水
で
柔

ら
か
く
炊
き
上
げ
る
ご
飯
が
一
般

に
普
及
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
に

入
っ
て
か
ら
で
す
。

　

蒸
し
た
米
は
、
少
し
硬
め
の
お

こ
わ
の
状
態
で
す
。
赤
飯
は
、
蒸

う
ぶ
ご
え

お
く
や
み

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
） （
住
所
）

青
木　

美み

樹き 

渉 

　
　

　
　
　
　
　
　

由　

樹　

馬　

頭

深
澤　

永と

遠わ　

裕　

介 

　
　

　
　
　
　
　
　

明
日
香　

馬　

頭

坂
尾　

姫ひ
め

花か　

貴　

則 

　
　
　
　
　
　

一　

美　

健　

武

なす風土記の丘資料館小川館の催し
12月1日（土）～1月27日（日）9:30～17:00

　冬休み小中学生向け展示会 －子
ねずみ

を考古学する－
12月2日（日）9:00～12:00

　オープニングイベント「古代文字講座」
　ねずみの文字に関するお話と石のハンコづくり
12月16日（日）9:00～12:00　年賀状づくり

　ちぎり絵や版画などで干支のねずみをモチーフにした
年賀状を作ります。
問い合わせ　☎０２８７－９６－３３６６

米の蒸し方
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初代広重没後150年記念特別展

第26回

ミニ
ギャラリー

第
33
回
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

県
教
育
長
賞
受
賞

初代広重と2代広重の諸国名所絵展（後期）

－六十余州名所図会と諸国名所百景－

　２代広重の「諸国名所百景」（大判85枚未完
　安政６年（1859）４月～文久元年（1861）
９月改印　版元：魚屋栄吉）の制作期間は３年
５ヵ月。この作品は初代広重が亡くなってから
７ヵ月後の安政６年４月の改印からはじまってい
ます。２代広重の襲名を祝うように出版された作
品です。江戸の広重ファンは、広重の再来を歓迎
し、「六十余州名所図会」に匹敵する作品を期待
したことでしょう。版元は彫りや摺りにこだわる
魚屋栄吉で「名所江戸百景」を出版したことでも
知られています。２代広重は初代広重が使用して
いた画室で同じ種本から図様を借用し、初代広重
同様に視覚的な空間表現の演出、四季、天候、時
刻の自然の変化を組み込み、見応えのある景観に
変身させ、広重の得意な抒

じょじょうてき

情的な作品に仕上げ、
鑑賞者に旅への憧れを誘いました。
　図は、横浜が安政５年（1858）に開港し、翌
年６年３月から太田屋新田15,000坪を突貫工事
を行い３ヵ月で埋め立て、その場所に新吉原と同
様の遊郭街を造りました。岩亀楼は品川宿の「岩
槻楼」の主人岩槻屋佐吉が造った遊郭で同年11
月に完成します。建物の建築面積は約2,660㎡、
庭は約670㎡、建物の内部は異人館と倭人館に分
かれ、天井からはシャンデリアが飾られ、柱は朱
に染められ、まるで蜃気楼か竜宮城のような内装
だったといいます。『横浜奇談』（菊苑老人著　
文久３年）の中に「岩亀楼の家造りは、蜃気楼の
ごとくにして、あたかも龍界にひとしく、 文月
の燈籠、葉月の俄踊、もん日もん日の賑わひ、目
をおどろかし、素見ぞめきは和人、異人打ちまじ

二
代
歌
川
広
重　

諸
国
名
所
百
景　

武
州　

横
浜
岩
亀
楼　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

版
元:

魚
屋
栄
吉　

個
人
蔵

りて、昼夜を分かず」と記されています。しかし慶
応２年（1866）11月岩亀楼の近くの豚屋から出火
した火事が飛び火し焼失し、その後再建されること
はなかったようです。場所は神奈川県横浜市中区横
浜公園（横浜スタジアム）あたり。図は手前に岩亀
楼の入口と満開の桜樹の中道、遠景には富士山が見
えています。
　　　那珂川町馬頭広重美術館　学芸員 市川信也

【会期】後期　11月１日（木）～12月２日（日）
【ミュージアムトーク（展示解説）】　
　　11月17日(土）午後1時30分～　当館学芸員
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　 （但し入館は４時30分まで）

　馬頭広重美術館ギャラリー

で開催された写友「那珂川」

写真展。5 人の25作品の中

から那珂川町の作品をご紹介

します。

朝
焼
け　

杉
本　

静
さ
ん
（
片
平
）

テ
ー
マ
：
私
の
考
え
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
康
太
さ
ん（
谷
川
小
４
年
）


